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共 同 研 究

弥生時代後期における有孔土器の検討
ʵ京都府出土資料を中৺としてʵ

　
ɾੁ　തֆɾԬଜඒ子ش井理ۅ�

１．はじめに

弥生時代後期からऴ期にかけて、ـ内地域では、底部に一孔を有する鉢形の土器の出土量が

૿加する。この土器の多くは①底部に̍ܘDN前後の穿孔を有すること、②体部の成形、調整が

他の土器に比してૈࡶであること、③֘期の集མ遺跡から一ൠ的に出土すること、などの共௨

点をࢦఠすることができる。このような、いわΏる「有孔鉢」はこれまで甑と考えられることも

あり、弥生時代後期には焼成前穿孔の鉢が出ݱするととらえられてきたが、実ࡍにはその用途や

使用目的、あるいは分、出ݱから展։ɾ消滅の過程すら明確に整理されてこなかった。

本論では有孔土器が多出することがられている京都府の資料を中৺にਾえ、有孔土器の出ݱ、

展։、および分のૈ密を整理し、そのҐஔ付けを考えてみたい。

２．有孔土器をめぐる研究史の整理

まずはこれまでの弥生土器研究の中で、有孔土器がどのようにҐஔͮけられてきたかを、やや

詳細に整理してみることにしよう。

弥生土器の一器種に過͗ない有孔土器であるが、その認識は意外にも古い。底部に穿孔を持つ

土器に関して初めて言及したのはඉޱਗ਼೭である。ඉޱは有孔鉢の集成を行うとともに、有孔鉢

は࿙ేとして使用されたと考えた
（注̍）

。

それに対して、ࢁ内ਗ਼உや本六࣐は有孔鉢が甑として使用されたと考えた。ࢁ内ਗ਼உは、弥

生時代が農耕社会であったことの根拠として、֪ѹ痕やஷ蔵݀、େܥຏੴ器などの農耕具

とともに、有孔鉢、すなわち甑の存在に着目した
（注２）

。ཌ年、本六࣐も同様に農ۀ発展に係る̍要

素として有孔鉢をҐஔ付けている
（注̏）

。そして、֖の型式変化が農ۀのෳࡶ化にう機能分化を反ө

すると考え、「০られ͵Ԛい֖」の中で中ԝに؏௨孔のあるものは、֖、甕、有孔鉢の「ࡾ者߹

わͤて初めて一の成したࠄ物のৠ器ʵηοτのこしきʵを形成した」と結論付ける
（注̐）

。本の研

究の中では、1932年の段階ですでに有孔の土器に関する言及がみられ、この器種に対する関৺の

さを֞間見ることができる。これらのٞ論は、弥生時代は農耕を行う社会段階であり、ேߴ

島の事ྫからみると農耕を行うからには甑があってしかるべきである、という素な図式の্に

成り立っているが、その後の有孔土器に関する認識のૅجをなす研究であったといえる。ྫえ、

ʰ日本考古学࠲ߨʱで、弥生時代の「ҥɾॅɾ食」の߲をࣥචした後藤क一は、甕の底部に穿孔

を持つ土器を甑としてه述している。そして、甑は弥生時代前期から存在し、コメを調理するࡍ

に用いられたと説く
（注̑）

。後藤は1941年の段階では「有孔鉢＝甑」説には、弥生時代前期の土器の中
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に有孔鉢が含まれないことを理由に懐疑的であったが、甕の底部に焼成後穿孔したものを有孔鉢

と同様の機能を持つと考え、再論したものと考えられる。甕の底部に穿孔を持つものと有孔鉢と

の関係について言及したのは、この後藤の論が初出であると考えられ、「有孔鉢＝甑」、「底部穿

孔甕から有孔鉢への変化」という図式はこの段階で成立したといえるだろう。

また、このような研究の中で、有孔土器が農耕社会と密接に関連する一資料として、縄文農耕

論と結びつき、その根拠のひとつとされたことは看過できない。武藤雄六は、縄文時代中期にみ

られる有孔土器を甑として認識し、縄文時代における農耕の存在を証明しようとしたのである
（注６）

。

この意見に対しては、縄文時代にみられる有孔鉢は縄文時代の間に消滅し、弥生前期に見られる

ものは焼成後穿孔の甕と直接関係するものではないとするまっとうな反論があるように
（注７）

、無批判

に甑と認定するのには賛成できない。しかし、縄文時代に焼成前穿孔を施した鉢形の土器が存在

するという事実は留意されてもよいだろう。

1960～70年代には、有孔土器が甑であることを容認する論がある一方
（注８）

、それに対する疑義も提

示され、再検討が進んだ
（注９）

。特に木下正史の研究は、弥生時代前期から古墳時代における列島各地

の有孔土器を概観し、①孔の在り方、②本来的な用途であったか、２次的な転用か、③容量、④

他の調理具との比率、⑤釜子の存在、⑥使用痕、という６つの要素から緻密な検討を加えたもの

であり、これらの研究の到達点として評価できる。そして、弥生時代の有孔土器が甑として使用

されたことは否定しないものの、弥生時代の段階では調理の主体はなしえなかったと結論付けた
（注10）

。

同様に「有孔土器＝甑」説に疑義を呈した佐原真は
（注11）

、その後の研究の中で、甕を転用した底部穿

孔土器も、有孔鉢と交代するように共に消滅することから、有孔鉢と底部穿孔甕は同様の用途を

持っていたとし、これを「漉し器」とみる。そして、底部穿孔された甕が水田稲作の普及ととも

に西日本に広くみられるようになることを根拠として、「有孔鉢で濾過した内容物を小型深鍋で

受け、有孔鉢を外した後に加熱する」という使用状況を想定し、酒造りに使用したと論ずる
（注12）

。た

だし、後述するように、甕の底部に孔を持つものと有孔鉢の型式学的連続性は必ずしも認められ

ず、この点に関しては再検討が必要である。一方、同じように底部に孔を持つ土器の集成、分類

を行った堀田啓一は、縄文時代には初原的な甑が登場し、地域的、時期的偏差を持ちながら古墳

時代まで発展していくととらえた。堀田は器形ではなく孔の有無に着目して有孔土器の連続性を

論じており
（注13）

、研究者間でも意見の一致を見ていない。

このように様々な言及がなされたが、一遺跡からの出土量がそれほど多くないことに加え、検

討可能な属性も少なく、明確に使用方法を示す出土状況も見られなかった。そのため有孔鉢は編

年表や器種分類図のなかには必ず登場するものの、90年代以降はそれ自体を取り扱った研究は極

端に減っていった。他方、詳細にコメ調理の方法が研究され、より実践的な方法論で食文化の復

元が行われるようになった。小林正史の一連の研究の中でも詳述されておらず、佐原真の研究に

依拠しつつ濾し器であると述べるにとどまっている
（注14）

。

一方、古墳時代における甑の型式とその受容過程が整理され、弥生時代の有孔鉢に関しても、

古墳時代における甑の研究の観点から言及されるようになった
（注15）

。杉井健は古墳時代の甑を検討す
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る中で弥生時代後期の有孔鉢にも৮れ、౦日本においては焼成前に穿孔を施す小形の有孔鉢が古

墳時代の小形甑の型となるという見௨しを述べている。焼成前穿孔が施されたઐ用器種である

ことをॏࢹし、弥生時代における甑の存在は否定しないものの、有孔鉢の法量の小ささと出土

の少なさから、根本的な調理様式の変化はᜱやख付き甑がେからもたらされた古墳時代中期

を想定している
（注16）

。

以্、有孔土器について৮れた研究史を概観したが、その評価に関してはいまだに1970年代の

研究成Ռによるところがେきいといえる。さらに、弥生時代の有孔土器自体を詳細に検討したも

のは、木下の༏れた研究があるものの多くはなく、論点は主に用途論にॏ点がஔかれている。そ

のため、古墳時代以降の甑との比ֱ検討、あるいは容量に関しては検討がある程行われている

ものの、土器自体の詳細な観にͮجいた検討や、出ݱから消滅にࢸる過程、もしくは分のૈ

密などૅج的な情報も整理されていない。

そこで、本論ではまず、検討の࣠を京都府の資料とし、各地で一定のまとまりのある資料܈

をந出し量の比ֱを行うことにしよう。京都府は௩次が「有孔鉢がେ量消අされる」とࢦ

ఠする
（注17）

ほど有孔鉢が多出する୮後地域を༴する一方、ೆ部ではయ型的なـ内地域の土器様૬を示

し、地域間の比ֱにదしていると考えるからである。次に、पลॾ地域を含め各地での有孔土器

の型式について整理し、その分のૈ密や、出ݱɾ展։ɾ消滅の過程を明らかとすることを目的

とする。

３．有孔土器の分類

まず、有孔土器の型式分類を行うことからはじめることにしよう。有孔土器は特的な器形を

もち調整方法も多様であるが、࠷େの特は「孔を持つ」ということであり、その点が使用に係

る第一義的な要素であるといえよう。しかたがって、分類にも孔のあり方が反өされていること

がましいと考える。研究史にかんがみても、孔が焼成前か後かというࢹ点は、有孔土器が作

時からԿらかのઐ用器種としての用途を意図されていたかどうか、ということに関係するとして、

第一義に͛ܝられてきた
（注1�）

。本論でもまずは穿孔が焼成前か、焼成後か、というࢹ点でまずはେผ

することにしよう。

ճ、実見することができたものの中で、焼成前の穿孔方法には、土器の内外໘から、あるいࠓ

は྆ଆから�①または状のಓ具でಥ穿孔する方法、②ਲ਼またはϔϥ状のಓ具でႡりൈくよ

うに穿孔する方法が考えられる。しかし資料の中にはその差ҟが明確でない資料が含まれるため、

本論では、྆者を߹わͤて焼成前穿孔とするʢࣸ真̍ʣ。弥生時代後期には焼成前穿孔の鉢が出ݱ

することがられているが、ࠓճ実見した弥生時代後期の有孔鉢の中には焼成後穿孔の資料も確

認することができた。その穿孔方法としては、内໘または外໘のいずれか一方から、あるいは྆

ଆからਲ਼状のಓ具によってճ転穿孔する方法とʢࣸ真̏ʣ、྆ଆからୟଧすることによって穿孔す

る方法ʢࣸ真̐ʣを確認した。ここでは、前者を焼成後ճ転穿孔、後者を焼成後ୟଧ穿孔というよ

うにݺশしておこう。有孔土器及び甕ɾ鉢類の底部のްさに目したとき、焼成後に穿孔される



京都府埋蔵文化財情報　第133号

-û-

ものはおおΉͶ甕ɾ鉢類の底部のްさと分域がॏなるのに対し、焼成前穿孔を持つものは甕ɾ

鉢類の底部と同じްさのものと、底部がよりްく作られたものが認められるʢ第̍図ʣ。後者の存

在はઐ用器種成立の目҆になりえる要素であると考え、第２図の分類にも反өさͤた。

また、器形は以下のように７種にେผした。

ʪ̖類ʫ底部からޱԑ部まで外方に直ઢ的に広がり、ٯԁਲ਼ʢʣ形の器形を持つものの中で、

器ߴがおおよそ12DN以্のେ形のもの。ฏ底のものを̖̍類、ઑ底のものを̖２類と細分する。

ʪ̗類ʫޱԑ部がやや内ଆに۶ۂし、部࠷େܘとޱԑ部ܘがほ΅同じ、ないし部࠷େܘが

と比して小さく、ॎの๒形を呈する。୮以でߴは器ܘԑ部ޱ。を྇կするものܘԑ部ޱ

は甕の体部と共௨する器形となるものもある。

ʪ̘類ʫ底部付ۙがす΅まり、࿙ే形を呈するもの。

ʪ̙類ʫ�୯७な形ないし鉢形を呈するもの。甕の体部下と共௨する器形となるものが多く

ʢ̙̍類ʣ、器ߴがおおよそ12ᶲ以下をج४として、̖ 類と分ผする。ޱԑ部がつくものʢ̙２類ʣ、

。がつくものʢ̙̏類ʣのόϦΤʔγϣϯがある٭

ʪ̚類ʫ明確なޱԑ部を持ち、甕形を呈するもの。体部がްくૈࡶで作時から明らかに甕と

ဃしたものとʢ̍̚類ʣ、甕と同じような器形を持つものʢ̚２類ʣがある。

ʪ̛類ʫᰍᆵ形を呈するもの�。

ʪ̭類ʫその他の器形を持つもの。

これらの土器の地域的ɾܥ౷的なҧいを反өする属性として、器໘の調整ٕ法をあ͛ることが

できる。特に、ـ内地域の弥生時代後期の土器様式のなかでみられる有孔鉢は、甕ɾ鉢類の成形

途্を転用した̙類に૬するものが多い。これらは体部下にλλΩをすなど、୮以

第̍図　有孔土器と甕ɾ鉢類の底部のްさ



弥生時代後期における有孔鉢の検討

-ü-

のものとは調整ٕ法がେきくҟなっているが、甕ɾ鉢類の体部下と共௨した形ଶと成形を持つ

という点は共௨する要素であると考える。ࠓ後、細分の可能性をしておきたいが、本論では成

形ٕ法に関わらず、同じ分類の中でとらえておきたい。また、墳ุにう土器の中には底部ある

いは体部に焼成後の穿孔ɾଧちܽきを持つ土器が多く認められるが、ࠓճٞ論のဲ্にͤࡌたい

有孔土器とは本࣭的に性֨をҟにするものと考え、検討資料からはআ外した。

４．京都府内の様相

以্の分類のもと、京都府内の様૬を概観しよう。୮後では後期からऴ期をେผ̐段階12期

に細ผしたਫ਼緻な編年が示されているが、୮地域では֘期の土器編年はいまだෆ҆定である。

したがって、୮以に関しては、ߴཅ子が示した時間࣠
（注19）

をج४にして後期をᶗ～ᶚ期の̐段

階、ऴ期をᶛ～ᶜ期の２段階と古墳時代前期初಄のᶝ期に۠分し、比ֱをࢼみる。また、ࢁ

地域の編年は佐ࢁ遺跡で示された編年Ҋ
（注20）

に依拠し、同様に後期を̐段階、ऴ期を２段階に۠分

する。

（１）丹後地域の様相

୮後地域では、後期からऴ期に多量の有孔土器が出土するようになり、その型式も多ذに

わたるʢ第̏図ʣ。以下ではࠓճ実見した結Ռにͮجき、有孔土器が多量に出土した遺跡の様૬に

ついて整理してみることにしよう。

石田谷遺跡　୩部から形率のߴい土器が多量に出土した。その中にはगృりのものも含まれ、

報ࠂ者は্ྲྀ域でのࡇ行ҝの可能性にも言及している。後期中༿以降に時期が下るものも含ま

れ、Ґ的にも一ׅ性をܽくが、୮後では類ྫの少ない後期前༿の集མ出土資料である。有孔土

第２図　本論における有孔土器の分類ʢ̍�８ʣ
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ࣸ真̍　焼成前穿孔ʢদࢁ遺跡ʣ

ࣸ真̏　焼成後穿孔ʢদࢁ遺跡ʣ ࣸ真̐　焼成後ୟଧ穿孔ʢদࢁ遺跡ʣ

ࣸ真２　焼成後穿孔途中ʢӜೖ遺跡ʣ

第̏図　୮後地域における有孔土器の穿孔方法と器形のόϦΤʔγϣϯ

器は形のものが̏点出土しているほか、孔を持つ底部のみのഁยも20点以্を確認することが

できる。器形がわかるものとしては̖類が２点、̚類が̍点ある。この中で、̖類はいずれも焼

成後に穿孔されたものであることは目される。同様の器形で孔を持たない鉢が点出土してい
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るが、器໘の調整がૈく、ޱԑ端部の成形がૈࡶである点では孔を持つものに類ࣅしている。同

形の鉢を有孔鉢として使用した可能性も考えられよう。資料の一ׅ性にはがるが、これら

は後期前༿の初ݱ的な様૬の有孔鉢である可能性も考えておきたい。

松山遺跡　01̨̱̙ߔからᶙ期を中৺に形率のߴい土器が多量に出土した。報ࠂ者によると、

したとされ、底部に穿孔を持つものはഁยにして40点以্確認しغにまとまって土器をݞߔ

ている。ઌ述のੴ田୩遺跡と同様に、焼成後穿孔を施したものも含まれており、器形が分からな

いものも含めると、焼成後に穿孔されたものと焼成前に穿孔されたものの比率は35ɿ65になる。

焼成後穿孔をもつものは̗類に多く、底部ްを見ても甕ɾ鉢類と༏Ґなҧいは認められない一方

で、焼成前穿孔を持つものは明らかに甕ɾ鉢類の底部ްを্ճるものが多い。器形も̗類や̙類

のように、前段階では見られなかったઐ用の器形を持つものが含まれる。

浦入遺跡　̨̙01からऴ期古૬ʢᶛ期ʣの土器がかॴにまとまって土器が出土した。その中

には形率のߴい土器も多く含まれ、土器を用いたّྱ的な行ҝが行われた可能性も考えられる。

有孔土器で器形がわかるものは̖ɾ̗類が10点あり、そのすべてが焼成前に穿孔されたものであ

る。第̍図を見ると、̖ɾ̗類の中でも初から底部がްく作られ、有孔土器のઐ用器形と考え

られるものが後期段階と比べて૿加しており、この時期が焼成前穿孔をもつ有孔土器が土器成

の中にશに定着した段階と考える。一方、器形がわかるものはないが、底部がബいものの中に

は、焼成後に穿孔されたものも有孔土器の中のׂ̏程は認められる。穿孔途中でやめたものも

存在することからʢࣸ真２ʣ、そのഎܠはෆ明ながら、ᶛ期までは一定の焼成後穿孔のものが存

在すると考えておきたい。また、この中には底部にेࣈのઢࠁを有するものがあることは留意さ

れる。同じような土器はएڱኪԊ؛でも出土しており、これらも初から有孔鉢に「転用」する

目的が付されていたと考えることも可能であろう。

浅後谷南遺跡　ऴ期から古墳時代前期前ʢᶛ～ᶝ期ʣにかけての土器が各遺ߏから一ׅで出

土した。有孔土器も多くಘられているが、焼成後に穿孔されたもののׂ߹はஶしくくなり、ほ

とんどすべてが焼成前に穿孔されたものである。また、その型式は前段階のように多ذに及Ϳの

ではなく、ほ΅̖ɾ̗ɾ̙類にऩᏑしており、法量も前段階と比ֱすると小形化する。前段階で

定着した有孔土器が変࣭しつつも҆定して見られる時期である。

このように、特定の遺ߏから多量に出土するのが୮後地域の特であるといえるだろう。ੴ田

୩遺跡やদࢁ遺跡の様૬にかんがみると、有孔土器が成の中に加わるのはେࢁ式前～中༿ʢᶘ

期ʣであると考えられる。出ݱ初には焼成後に穿孔を行うものも一定見受けられることから、

中期までに認められる甕の底部に孔を穿つものとの関連も想ىされるが、ݱ状では型式学的にそ

のことを証することができる資料はಘられていない。また、দࢁ遺跡では甕ɾ鉢類の中で

25ˋもの比率をめ、中期と比べて量的なඈ༂がେきく、ただちに同じ用途を想定することは

しいと考える。

集མのが૿加する後期後༿には多くの遺跡で普ว的に出土するようになり、ᶛ期のӜೖ遺跡

̨̙01、ᶛ～ᶝ期のઙ後୩ೆ遺跡でもߴ率で有孔土器が認められる。その一方で、林遺跡、ཪӄ
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遺跡、途中έٰ遺跡など、୦݀ॅډ跡がෳ౩以্検出されたେن集མではその比率はく、

報ࠂॻのなかで示されている比率に依拠するなら、その比率は̑ˋにもຬたないことになる。

また、ઙ後୩ೆ̏式のج४資料である同遺跡̨̠2003では依વߴいׂ߹で有孔土器がみられる

が、古墳時代前期のまとまった土器資料はいまだ少なく、その消滅過程ははっきりとしない
（注23）

。

（２）丹波地域の様相

୮地域ではᶗ期のྑな資料はないが、ᶘɾᶙ期の্ࣂ܂遺跡やࠓ林遺跡でも有孔鉢は出土

しておらず、ઌ述の୮後の様૬と比ֱしてもその出ݱはややれるようだ。有孔鉢が出ݱするの

は後期後あるいはঙ内式ฒ行期ʢᶚ～ᶛ期ʣであると考えられ、多くの遺跡から出土するように

なる。この時期の土器成が明らかになっている遺ߏとして、দέ端遺跡̨̙97001や小西ொ田

遺跡、ଠ田遺跡̨̙9�の様૬を見てみると、શ体にめる有孔鉢の比率は̑ˋະຬであり、甕鉢

類中にめるׂ߹も後述するـ内地域の様૬と比ֱしてもେきくҟなることはない。また、器形

をみても多くが୯७な鉢形を呈する̙類であり、ଠ田遺跡のように、外໘をλλΩで成形したـ

内地域的なものが主体をめる。

他方、点的ではあるが有孔鉢の比率がಥ出する遺跡も認めうる。܂原ޱ遺跡では土器ཷまりか

ら、器形はෆ明ながら10点以্の有孔土器の底部が出土している。また、ۚذ遺跡̨̙01では、

甕ɾ鉢類にめるׂ߹は６ˋほどであるが10点以্が出土しており、器形のόϦΤʔγϣϯも๛

であり、やや目すべきあり方を示す。この２遺跡は୮後の土器様式のӨڹがڧくみられ、有

孔土器の在り方にもそのӨڹが反өされている可能性があるといえる。

（３）南山城地域の様相

地域の編年ࢁ跡が検出され、ೆډ地域の様૬をみてみよう。100౩以্の୦݀ॅࢁ後に࠷

のج४となっている佐ࢁ遺跡では、有孔鉢は後期後৽૬ないしऴ期古૬ʢ佐ࢁᶗʵ̐～ᶘʵ

̍期ʣに出ݱするものの、留式ฒ行期ʢ佐ࢁᶙ期ʣにはܧ続しないようだ。佐ࢁᶗʵ̏式のඋ前

遺跡̨̙01でも̐点の出土があることから、ࢁ地域でも後期後には出ݱすると考えられる。

多くの遺跡で普௨に認められるものの、その型式はいずれも焼成前穿孔された̙類であり、法量

も小形のものにݶられる。また、土器成

にめるׂ߹も、正確にはりえないもの

の、̑ˋにもຬたないものと考えられる。

いまひとつ、ೆࢁの֘期の集མ資料

として௩本౦遺跡出土土器をとりあ͛よ

う。௩本౦遺跡ではߔから後期からऴ

期前ʢ佐ࢁᶗʵ̐～ᶘʵ２期ʣにかけての

資料が多量に出土した。ここでも有孔鉢は

２点しか出土しておらず、その型式もいず

れも焼成前穿孔を持つ̙類である。௩本౦

遺跡では甕やߴഋのޱԑ部形ଶにۙـ部第̐図　୮ɾࢁ地域における有孔土器の類ྫ
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が看कされるが、୮後のように有孔土器が多出する状況は認められないڹの作ٕज़のӨܥ
（注22）

。

（４）小結

京都府内の有孔土器の出ݱと展։をまとめておくと以下のようになる。

①　有孔土器は୮後地域では後期前৽૬に出ݱし、出ݱ期には焼成後穿孔を持つものが一定

存在する。有孔土器の比率も、他地域と比ֱしてஶしくߴ率を示す遺ߏが存在する。

②　୮ɾࢁ地域でも後期後には出ݱし、集མ遺跡から͝く一ൠ的に出土する。ただし、

୮後と比べて器形のόϦΤʔγϣϯはしく、鉢形、あるいは甕の成形途্に焼成前穿孔を施

したものが多をめる。

③　୮以ೆでは古墳時代にೖると有孔鉢は消滅する。୮後でもその量はஶしく減少するもの

の、̖類は古墳時代前期を௨じて存する可能性がある。

表は、府内において̐点以্の有孔土器が出土した遺ߏを中৺に、型式͝との出ݱ比率および

甕ɾ鉢類中にめる有孔土器の比率を示したものである。後期後以降はどの地域でも有孔鉢は

普ว的に存在するものの、୮後地域では器形のόϦΤʔγϣϯも๛であることは明らかであろ

う。また、各地域で有孔土器の容量を比ֱすると、୮後出土のものは、୮ɾࢁ地域出土のも

のよりも̍～２Ὑほどେ形

となるも看कされる

ʢ第̑図ʣ。したがって、そ

もそも྆者の間では、有孔

土器にٻめられる用途がҟ

なるものであったと考える

こともできよう。ઌ述のよ

うに、୮後地域内でも有孔

土器の出ݱ比率は遺跡ɾ遺

との偏差がେきく、有͝ߏ

孔土器が多量に出土する遺

されغは、土器が一ׅߏ

たと考えられるような遺ߏ

に集中するが認められ

ることは、その特घな使用

方法の一端を示していると

いえるだろう。

後、पลॾ地域の様૬ࠓ

を整理し、府内の様૬と比

ֱしてみることにしよう。

表　遺͝ߏとの有孔土器の出ݱ比率

第̑図　各地域の有孔鉢の容量

地域 遺跡 遺ߏ 時期
類型

甕ɾ鉢類中
のׂ߹ʢˋʣ" # $ % & ' 9 ෆ明

ʢ˞̍ʣ

୮後

ੴ田୩ ୩部 ᶘ～ᶚ 2 1 20 ˢ ʕ
দࢁ 4%01 ̱ ᶘ～ᶙ 3 5 1 1 31 24�3
古఼ 4%04 ᶚ～ᶛ 2 2 1 ʕ
途中έٰ ۠̚ ᶚ～ᶛ 1 3 3�2
Ӝೖ 4%01 ᶛ 5 5 3 10 13�3
ཪӄ ̘̍۠ ᶜ 3 1�7

ઙ後୩ೆ
4%2016 ᶛ～ᶜ 2 3 2 2 12�0ʢ˞２ʣ
4,2003 ᶝ 1 2 2 13�7ʢ˞２ʣ

୮
ޱ原܂ ̏次 ᶚ 13 ˢ ʕ
小西ொ田 土器܈ ᶛ 1 1 3 4�5
দϲ端 4%97001 ᶚ～ᶛ 1 4 6��

ೆ୮
ଠ田 4%9� ᶚ～ᶛ 5 ʕ
ۚذ 4%01 ᶛ 6 3 1 4 2 1 6�1
ીզ୩ ߔ ᶜ 1 4 ʕ

ࢁ
උ前 4%01 ᶚ 4 ʕ
佐ࢁ ᶙ～ᶜ 4 1 ʕ

� ˞̍　ෆ明は底部のみで器形がわからないもの
� ˞２　報ࠂॻࡌه分からΧϯτ
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ʢきりいɾりき＝京都府ڭҭிࢦಋ部文化財อޢ՝、元調ࠪ研究ηϯλʔ৬һʣ

ʢすがɾひろえ＝調ࠪ研究ηϯλʔ調ࠪ՝اը調整係調ࠪһʣ

ʢおかΉらɾみちこ＝調ࠪ研究ηϯλʔ調ࠪ՝調ࠪ第̏係調ࠪһʣ

　
̍　ඉޱਗ਼೭「底部に一孔を有する弥生式土器」ʢh 史前学ࢽࡶʱ一のࡾʣ1929。

２　ࢁ内ਗ਼உ「弥生式文化と原࢝農耕」ʢh 日本原࢝農耕 　ɦ౦京考古学会ʣ1933。

̏　本六࣐「農ݯىۀと農ۀ社။」ʢh 日本原࢝農ۀ৽論ʱ౦京考古学会ʣ1934�。

̐　本六࣐「ࣽ形ଶとஷ蔵形ଶʵከ生式土器の֖ʵ」ʢh 日本原࢝農ۀ৽論ʱ౦京考古学会ʣ1934。

̑　後藤क一「ҥɾॅɾ食」ʢh 日本考古学࠲ߨʱ第 。�弥生文化　Տ出ॻʣ1955ר4

６　武藤雄六「中期縄文土器のৠ器」ʢh ৴ೱʱ第 17 ଜޫ「縄ࣉɾࡾ７号　৴ೱ史学会ʣ1965、中ଜר

文文化にԙける甑様土器ʵ特にӽ後発見の多孔底の土器を中৺としてʵ」ʢh 考古学ࢽࡶ 4ɦ2 号ʣ̍ר

1956。

７　堀田啓一「日本্代の甑について」ʢh 日本古文化論Ꮔʱ٢߂文ؗʣ1970。

８　ׯળ�1964ڭ「深弥生遺跡の調ࠪ」h ཾ୩史ஃʱ第 54 号、７に同じ、ਆ༐一「かたちと用途」

ʢh 弥生式土器ʱ日本のඒज़ 44　小学ؗʣ1975。

９　࡚ؠ「甑小考」ʢh ৴ೱ 第ɦ 田　直「底部に穿孔のある土器」ʢhݎ、第̐号　৴ೱ史学会ʣ1966ר�1 ઌ

史学研究ʱ̏　同ࢤ社େ学ઌ史学研究会ʣ1961、佐原　真「弥生土器ೖ」ʢh 弥生土器ʱᶗ　χϡʔ

αΠΤϯε社ʣ1971、木下正史「古代ਬ൧具のܥේ」ʢh 古代ɾ中ੈの社会とຽଏ文化ʱ߂文ಊʣ1976。

 10　木下正史「古代ਬ൧具のܥේ」ʢh 古代ɾ中ੈの社会とຽଏ文化ʱ߂文ಊʣ1976。

 11　佐原　真「弥生土器ೖ」ʢh 弥生土器ʱᶗ　χϡʔαΠΤϯε社ʣ1971。

 12　佐原　真「ࣽるかৠすか」ʢh ҿ食史林ʱ第７号　ҿ食史林史研究会ʣ19�7。

 13　７に同じ。

 14　小林正史編ʰ土器使用痕研究ʵεεɾコήからみた縄文ɾ弥生土器ɾ土ࢣ器による調理方法の復元ʵ 2ɦ011。

 15　杉井　健「甑形土器のૅج的研究」ʢh ݉ࢁ論ʱ第 2� 井　ʰ日ࣉ、େ学文学部ʣ1994ࡕେ　ר

本列島における出ݱ期の甑のނ地に関するૅج的研究ʱެӹ財ஂ法ਓେࢢࡕത物ؗڠ会　େྺࡕ史

ത物ؗ　2016。

 16　杉井　健「甑形土器の地域性」ʢh 。େ学考古学研究ࣨʣ1999ࡕՈ形成期の考古学ʱେࠃ

 17　௩次「ೱඌฏにおける弥生時代後期の土器編年」ʢh ീԦ子遺跡ʱѪݝ埋蔵文化財ηϯλʔʣ2002。

 1�　 10 に同じ。　

 h「列ܥにおける弥生時代後期前期の土器とその時ـۙ」ཅ子ߴ　19 京都府埋蔵文化財論集ʱ第̐

集ʢ財ʣ京都府埋蔵文化財調ࠪ研究ηϯλʔʣ2001ߴ、 ཅ子「୮後地域」ʢh 古式土ࢣ器の年代学ʱ

େࡕ府文化財ηϯλʔʣ2006、ߴཅ子「弥生後期土器の地域৭とそのܥ౷」ʢh 京都府埋蔵文化財

情報ʱ第 107 号　ެӹ財ஂ法ਓ京都府埋蔵文化財調ࠪ研究ηϯλʔʣ2009。

 ཅ子「弥生時代後期～古墳時代の土器様૬」ʢhߴ　20 佐ࢁ遺跡ʱ京都府遺跡調ࠪ報ࠂॻ　第 33 ެ�

ӹ財ஂ法ਓ京都府埋蔵文化財調ࠪ研究ηϯλʔʣ2003。

 21　留式中～৽段階のࡔز遺跡では焼成前穿孔の̖２類が２点出土している。

 22　௩本౦遺跡と同様、ۙـ部ܥ土器が多くみられ遺跡はઁやຏでも見受けられるが、これまで

のところ有孔鉢が多出するは認められていない。
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ଳۚ式ߕႀ成立段階におけるߕのૅج的研究
ʵ方形൘ֵ௲ߕと方൘ֵ௲ߕʵ

藤井ཅีɾҏլ߂ߴ

１．はじめに

古墳時代前期は、ࠃでమの武具が出ݱした時期である。ݱ在確認されている前期のమ武

具として、಄部をकる武具であるႀ
ㆉㆶㆨ

の小ֵࡳ௲ႀ、体をकる武具であるߕ
㇈㇍ㆂ

の小ֵࡳ௲ߕ、୦ഠ

൘ֵ௲ߕ、方形൘ֵ௲ߕ、そして付属具であるखなどが確認されている。これらは「前期

「ႀߕ
（注̍）

や、「前期型ߕႀ」
（注２）

とশすることがある。

「前期型ߕႀ」は出土が૯じて少なく、さらにશ体૾がѲできるほどྑに遺存する資料

はݶりがある。また、「前期型ߕႀ」は、「ଳۚ式ߕႀ」
（注̏）

とݺれるいわΏる古墳時代中期に行

するߕႀに連なるものと、ִઈする武具も多い。ߕに関していえ、େ量の小ࡳを௲じて作す

る小ֵࡳ௲ߕはٕज़的にみてഫࡌとみられ、作ٕज़もִઈする。一方、ࠓճ取り্͛る方形

൘ֵ௲ߕや୦ഠ൘ֵ௲ߕは、後に成立する「ଳۚ式ߕႀ」と同様の作ٕ法が用いられるこ

とから、య型的な「ଳۚ式ߕႀ」である方൘ֵ௲ߕや֯ࡾ൘ֵ௲ߕへ連なる型式と考えら

れる。

古墳時代前期中ࠒに出ݱするమߕは、古墳時代中期にଳۚ式ߕႀが出ݱすることで生࢈性

をߴめた型式が出される。その前段階のߕは方形൘ֵ௲ߕとݺれる形式で、మ൘が্下

̏段で、ଳۚがなく、൘のないものが主ྲྀである。

本ߘでは方形൘ֵ௲ߕの研究を中৺に、ݱ在にࢸるまでのֵ௲ߕの研究史をまとめ、資料

が૿えつつある方形൘ֵ௲ߕおよびそのܥේをҾく方൘ֵ௲ߕの古式の資料を検討し、ࠓ

後の研究の༧を行う。

なお、本共同研究はฏ成2�年の共同研究事ۀの一として、方形൘ֵ௲ߕと方൘ֵ௲

。の資料調ࠪを行ったものであるߕ

２．研究史

ここでは方形൘ֵ௲ߕの出土ྫと研究史を主要なものを中৺に時ܥ列をってに概観する。

はじめに方形൘ֵ௲ߕに着目したのはӬխ雄である
（注̐）

。Ӭは੩Ԭݝদ林ࢁ古墳から出土し

たమ൘ยを「Χϧλమֵ௲」とし、それらがֵ௲しており、一֯をԁ形やࣼに加したもの

や、細いమ൘を௲じつけたものがみられることに着目し、それらを武具の一種とਪଌした。

Ӭは同資料をߕとはஅ言しなかったものの、各మ൘の反りとۂが少ないことから、શ体とし

ては直ઢ的な൘状を成すことを想定している。

その後、࣎լ҆ݝ土තࢁ古墳から出土したమ൘܈を「୦ഠ൘ֵ௲作り」と評した。本資料は

後୦্第̍段がྑな状ଶで出土し、ߕであるという根拠にࢸったと考えられる。この出土
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ྫのもとに、Ӭは৽たな型式である「మ方形൘ֵ௲ߕ」を定的にઃ定した
（注̑）

。ただし、この

段階においても「మ方形൘ֵ௲ߕ」のશ体的な形状はෆ明であった。

1950年代から60年代には、৽たにಸྑݝ఼্古墳から２ྖの方形൘ֵ௲ߕが出土したこ

とをはじめ、ಸྑݝ৽500号墳や佐լ۽ݝ本ࢁ古墳、Ԭݝ稲ಐ15号墳で比ֱ的遺存状況がྑ

としてのશ体૾がߕ古墳出土ྫでは初めて前が復元され、ࢁ本۽な資料が出土した。特に

明示された。

60年代から70年代にかけて、これまでの資料૿加をもってఀしていた研究が進展する。

্ৎॿは「方形൘ֵ௲ߕの成立をもって「形式が౷一」されたと評価し、その前段階にあた

る「方形మ൘ֵ௲ߕ」には「形式の多様性」がみられることを提ىした
（注６）

。また、্は「୦ഠ

൘ֵ௲ߕ」と「方形మ൘ֵ௲ߕ」は同じ型式のものが存在しないことをࢦఠするが、「方

形൘ֵ௲ߕ」については「方形మ൘ֵ௲ߕ」にݯをٻめられると評価している。

小林ݠ一は出土資料の再検討とߕႀの໊শの整理などを行い、前期古墳から出土する方形൘ֵ

௲ߕには付属具やႀが共しないことや、「形ଶが変化に」Ήことをࢦఠした
（注７）

。1970年初಄

にはԬݝएീ഼ٶ古墳や京都府Ԃ部֞内古墳で方形൘ֵ௲ߕが出土し、報ࠂされている。一

方、ߕႀ研究自体は、্ɾ小林の論文報ࠂ以降から90年代までは調であった。

1990年代にೖるとୌによるৗޅ௩古墳出土の方形൘ֵ௲ߕの報ࠂをൽりに、ঃ々に

出土ߕのະ報ࠂ資料のެ表や再検討、それにう方形൘ֵ௲ߕの研究が行われる。それらは

௩古墳出土方形൘ֵ௲ޅৗݝはҵࢯ研究の根本といえる。ୌߕる方形൘ֵ௲ࢸ在にݱ

のみを対とした研究を行ったߕにい、方形൘ֵ௲ࠂの報ߕ
（注８）

。そこでは、①方形൘の段ߏ成、

②方形൛のຕ、③方形൘のେきさ、④మ൘のॏͶ方、⑤Ҿ߹൘、⑥前্部のߏ造、ᶉԡ付൘

の７つの属性をந出して検討を行い、「ج本的ߏ造に関わる属性においてもݸ体によって差が認

められる」とした。それは方形൘ֵ௲ߕが、古墳時代中期のߕのように「େ量生࢈をࢦし

た集中的な生࢈体੍」が成立し、生࢈体੍が確立する前段階のॴ࢈のためと評価している。ୌ

的であったが、属性の結びつきをもっۦに小属性をந出した点でઌߕの研究は、方形൘ֵ௲ࢯ

て܈の列をઃ定するまでにはࢸらなかった。

京都府埋蔵文化財調ࠪ研究ηϯλʔによる京都府૬ָ܊木ொʢݱ木ࢢʣנ୩̍号墳の発۷

調ࠪでは、第̍号主体部の౪۷孔から方形൘ֵ௲ߕと小ֵࡳ௲ႀが出土した
（注９）

。本古墳での出土

ྫのみが古墳時代前期のమႀとమߕが共する事ྫとなっている。本古墳出土ྫは後に検

討がॏͶられ、本ྫもج本的に同段どうしでのֵ௲による結߹が行われ、後のֵ௲ߕとの共௨

性がࢦఠされた
（注10）

。

出土後報ࠂが進んでいなかったݸ体の資料化もঃ々に૿えていく。ࠀڮߴᆹはେࡕ府ࢁۚࢵ古

墳出土の୦ഠ൘ֵ௲ߕの検討を行い、後ԡ付൘や部のۂઢや、古くみられる方形൘ֵ௲

ේでܥが同一のߕと方形൘ֵ௲ߕにฒͿことに着目し、୦ഠ൘ֵ௲の地൘のஔがॎ方ߕ

あるとした
（注11）

。そして、మ加ٕज़の発展をഎܠに、ԡ付൘のຕの変化や、地൘の形状がॎか

らٯ形をܦてฏ行࢛ล形へ変化することなどから、୦ഠ൘ֵ௲ߕから方形൘ֵ௲ߕԡ付൘
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ೋ段式、方形൘ֵ௲ߕԡ付൘一段式と変ભすることをࢦఠした。

の出土ྫをࣩօ的に調ࠪし、それͧれにみられる①ԡ付ߕ本達はこれまでの方形൘ֵ௲ڮ

൘、②前ߏ造、③地൘列、④地൘ຕ、⑤地൘෯比、⑥෴ྠのॾ属性から、特に①ɾ③ɾ

⑤ॏࢹして̖から̚λΠϓの̑ܭλΠϓをந出した
（注12）

。その変ભ観はԡ付൘のຕの減少をࢦఠし

たڮߴの変ભ観をิڧするものとなっているが、ԡ付൘形ଶのみで型式的Ґஔͮけがࠔとして、

̗λΠϓをઃ定したことにࢹすべきである。また、ڮ本はே島ೆ部で出土するॎ൘ఝ結

൘ߕʢ୦ഠ൘ම留ߕと༁すʣと日本で出土する୦ഠ൘ֵ௲ߕɾ方形൘ֵ௲ߕとの共௨性ɾ૬

ҧ性から、「୦ഠ൘ֵ௲ߕɾ方形൘ֵ௲ߕ成立のഎܠにே島からのߕႀ作ਓの来

を想定できるが、そののಠ自性と発展性はそのਓの来がܧ続的ɾ期にわたるものでは

なくʢ中ུʣひとたびૢۀを։࢝したమのߕ作りは、その後ಠ自の発展を続けることになったも

の」と、列島でのಠ自の発展とਪଌした。また、前述したদ林ࢁ古墳出土のߕが方形൘ֵ௲

来の情چ、の式図を作成するなどしてߕ来の出土چ、であることやߕでなく方൘ֵ௲ߕ

報が一ڍにߋ৽されるにいたった。

前後するが、古୩ؽは古墳時代のమߕႀの作方法やઃܭなどを中৺に多֯的なࢹで時

の研究՝などの整理を行った
（注13）

。古୩は古墳時代のߕႀのように各部の様かॴがن定され部

Ґがೖれସえられないものを「ׂ付ߕܥႀ」とし、その中でも方൘ֵ௲ߕなどのଳۚを有す

るߕႀを「ଳۚ式ߕႀ」と໊付けた。それに対比するように、成立以前のߕႀは「ඇଳۚ式ߕႀ」

と໋໊している。「ׂ付ߕܥႀ」や「ଳۚ式ߕႀ」は以降一ൠ的な概೦として定着し、ߕႀ作

を理ղするうえでもॏ要な࠲ࢹとなっている。

以降、ே島での資料૿加にともなうڮ本達による日ؖの資料比ֱを࣠とした研究
（注14）

や、ଳ

ۚ式ֵ௲ߕの研究を進めたޱࡕӳؽが
（注15）

、վめて前期のߕや前期ɾ中期のߕのܥේについて

言及している
（注16）

の結߹について、方形൘ֵఠしてきた同段におけるԣ方ࢦは小林や古୩もޱࡕ。

௲ߕの段階ですでに行われている事ྫをみいだし「ଳۚのようにԣ方に細い部ࡐを出す

る下地が整ったもの」と評価している。

そしてۙ年では、京都府૬ָ܊ਫ਼՚ொҌԬ̏ࢁ号墳で方形൘ֵ௲ߕと方൘ֵ௲ߕの྆方

の特をもつֵ௲ߕが出土したことで、ࣖ目を集めた
（注17）

。本資料の詳細に関しては後述する。

以্、研究史や出土事ྫなどについてまとめた。研究史をかんがみると、方形൘ֵ௲ߕは、

①୦ഠ൘ֵ௲ߕから発展し、方൘ֵ௲ߕへと変ભしていく、中間的形式として一連のܥේ

্にҐஔする。②ݸ体͝との差ҟがେきいが、େきくみて２型式が存在し、それがおおΉͶ৽چ

を表す。という評価が定着しているといえる。

３．資料調査報告

前߲では、方形൘ֵ௲ߕにおける研究のݱ状をまとめた。研究史を概観すると、方形൘ֵ௲

ߕは方൘ֵ௲ߕにઌ行する、そのܥේ্にある形式と理ղされることがわかる。そしてそ

れは、࠷৽の出土ྫであるҌԬ̏ࢁ号墳出土ߕが発見されたことでより有ྗになったといえる。



京都府埋蔵文化財情報　第133号

-øû-

一方、方൘ֵ௲ߕの࠷古形式資料は少なく、資料がྑなものも多くない。ௗ取ݝ古܊Ո̍

号墳やେࡕ府६௩古墳出土の方൘ֵ௲ߕやڮ本達によって方形൘ֵ௲ߕから方൘ֵ௲

ߕと評されたদ林ࢁ古墳出土ߕなどが、ޱࡕӳؽによる型式分類
（注1�）

の࠷古型式のᶗとして͛ڍ

られる。このうち、ච者自は学生時代に६௩古墳出土資料を実見する機会をಘており、ଳۚの

有無に疑を๊いていた。すなわち同資料にଳۚがなけれ、方形൘ֵ௲ߕの要素を有した

方൘ֵ௲ߕであり、方形൘ֵ௲ߕから方൘ֵ௲ߕへの変ભをより正確にѲできること

を༧した。

そこでࠓճの調ࠪでは、①比ֱ的৽しい型式とਪଌしたذෞݝધ来9ࢁ�号墳出土方形൘ֵ௲

府६௩古墳出ࡕେ③、ߕ号墳出土方形൘ֵ௲̏ࢁ৽型式であるとਪଌする京都府ҌԬ࠷②、ߕ

土資料の方൘ֵ௲ߕの߹ྫ̏ܭの実見調ࠪを実施した。

（１）船来山98号墳

ધ来ࢁ古墳܈は、ذෞݝ本ࢢʢچ本ࢳ܊؏ொɾ本ொʣとذෞࢢにまたがりॴ在する౦ւ地

方۶ࢦの古墳܈である。同古墳܈は24号墳や26号墳、9�号墳とみられるように古墳時代前期から

古墳が造Ӧされ、中期古墳と理ղされる�1号墳などをܦて、後期以降に造ุ׆ಈがര発的に૿ٸ

するという特৭がある。ࠓճ資料調ࠪを行ったધ来9ࢁ�号墳はશ39̼、後ԁ部23̼ܘ、前方

部࠷େ෯1�̼をଌる前方後ԁ墳で、ཚにより詳細がෆ明な後ԁ部の第̍主体部と、前方部の第

２主体部の߹ج２ܭの埋施ઃが確認されている。ࠓճ資料調ࠪを実施した方形൘ֵ௲ߕʢ図

̍ʣは第２主体部からの出土である。第２主体部はׂ形木がೲめられており、ߕは「಄部

ଆにమߕをԣҐにஔいて」෭されていた。「ԣҐ」とはߕを෬ͤた状ଶとみられる。その

他の෭は、ඃ者のਪ定ڳ部ҐஔでΨϥε小２ۄ点、外でమ̍点、మ᭲̏点の出土が確

認されている。

同古墳は方形൘ֵ௲ߕの年代観などから、古墳時代前期後のங造と理ղされているが、こ

れはあくまで第２主体部の年代観であることは留意すべきである。

図̍　ધ来9ࢁ�号墳出土方形൘ֵ௲ߕ展։図ʢ٢田ʢ編ʣ1999を一部編集ʣ
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調査方法と成果　ख़ཡやࣸ真ࡱӨ、図化作ۀを行った。図໘は報ࠂॻにࡌܝされていたため、

特的な部Ґのみ図化を行った。同古墳出土方形൘ֵ௲ߕは、మ൘がおおΉͶ遺存しており、

మ൘どうしのॏなりॱが観できると考えられた。また、本資料は後のԡ付൘中ԝ部が݄形

にፘられ、そのܺ間を埋める͝とく݄形のమ൘が̍ຕ連接される。これを後出する形式である

方൘ֵ௲ߕの୦্第２段ʢ地൘ʣの๖ժ的な要素と༧し、पลのమ൘ஔなどを確認する調

ࠪを行った。

連接方法　観の結Ռ、後中ԝに関しては、্からॱに、ԡ付൘ˠ݄形మ൘ˠ方形మ൘্

段ˠ方形మ൘中段ˠ方形మ൘下段ʢ൘ʣと連接され、下段方が内໘にॏͶられていくことが確

認できた。

押付板　୦্第２段ʢ地൘ʣの๖ժと考えた݄形మ൘については、্࠷段のԡ付൘がଆまで

؆໘的に造する必要があることから、中ԝ下ଆをあえてり取ることで造のۂӈにେきくࠨ

ศ化を図ったものとみられる。ݱ状では、他の方形൘ֵ௲ߕにこのような形状のమ൘が存在し

ないʢ定着しないʣ理由は、ߕ作ਓの造ٕज़のख़࿅にىҼするものと理ղするにࢸった。

（２）鞍岡山３号墳

ҌԬ̏ࢁ号墳は京都府૬ָ܊ਫ਼՚ொେࣈ下ࠏ小ࣈେࣉɾࣳにॴ在する古墳で、ฏ成15年

から22年にかけてਫ਼՚ொڭҭҕһ会によって発۷調ࠪされた。ฏ成15～16年の第̍次調ࠪで

は墳ٰपғにත形の島状遺ߏが検出される点も目される。墳形は一段ஙでج底部での直ܘ

は40̼である。主体部は墳部で２جが確認されており、ೆに主࣠を持つ第̍主体部からは

具が෭されていた。同主ʢ図２ʣを含め、మ武器や農ߕճ資料調ࠪを行った方形൘ֵ௲ࠓ

体部は౪۷をඃっていることから、他にも෭がೲめられていたことがわかる。その墳ٰのن

ɾ形状や෭から、古墳時代前期から中期初಄にかけてங造された古墳の̍つと考えられ

図２　ҌԬ̏ࢁ号墳出土方形൘ֵ௲ߕ展։図ʢେ௶2011よりҾ用ʣ
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る。

同古墳の発۷調ࠪ結Ռは成Ռ報ࠂが行われているが、遺物ݸผの報ࠂはわずかに৮れられてい

る程である
（注19）

。

調査方法と成果　時間の੍্、మ൘どうしのॏͶॱなどのख़ཡを中৺に行った。

鉄板の構成　同ߕはԡ付൘８ຕ、্段మ൘̏ຕ、中段మ൘７ຕ、下段మ൘７ຕ、൘̏ຕ、

Ҿ߹൘はࠨ前のみの̍ຕでߏ成される。なお、ӈ前のԡ付൘や中段మ൘に穿孔が認められる

ことからҾ߹൘の存在が༧されたが詳細はෆ明である。

押付板　ԡ付൘は後が̍ຕでߏ成される。その形状はもはや次形式の方൘ֵ௲ߕのԡ付

൘そのものである。ࠨ前ଆのԡ付൘は正方形にۙい形状である。ӈ前のԡ付൘は細いమ൘

と方形状のమ൘の２ຕでߏ成される。ࠨӈのຕの差ҟは、おそらく෯の調整の結Ռ２ຕに分ׂ

されたものとਪଌする。部にされるమ൘はࠨӈで各２ຕの̐ܭຕ。特に後ଆのమ൘が小さ

いことがݦஶである。部分ではࡾ次元的な加ɾ調整が必要とされるため、部ࡐを細かくす

ることでそれをղܾしたものとਪଌする。

裾板　൘はશ体的にॎ෯が小さく、্段に接してされる下段మ൘よりも෯ڱである。൘

の෯がい理由は、本ྫが൘の初出ྫとԾ定すれ、下段地൘からಠ立して間もないためとਪ

ଌすることもできる。本ྫをআき方形൘ֵ௲ߕには൘が存在しない。

鉄板の形状・構成　ࠨӈで対শとなる部ࡐは、原ଇॎ෯がしい。本ߕは少なくともॎ෯に

関してはࠨӈ対শを意識して作されたと理ղでき、ۚ属加ٕज़が一定の水४に達した結Ռと

考えられるのではないか。後の中ԝ部分を観した結Ռ、ॎ෯が、下段మ൘ʼ中段మ൘ʼ্段

మ൘ʼԡ付൘ʼ൘とঃ々にڱくなる。また、これらమ൘の্ลと下ลどうしは対でなく、わ

ずかにٯ形を呈する。また、্段の下端部෯と中段の্端部෯、中段の下端部෯と下段の্端

部෯もさがଗわない。特に前者の差はஶしい。作時のॎ方をଗえていく意識よりも、まず

ԣ方へのమ൘の連接の意識を༏ઌさͤた結Ռと理ղする。これは৽形式の方形൘ֵ௲ߕにみ

られる、同段どうしの連接をઌ行して作するという特ともໃ६しない。

（３）盾塚古墳

६௩古墳はେࡕ府藤井ࢢࣉにかつてॴ在したશ��̼、墳ٰ73̼、前方部෯25̼、さ16�4̼、

後ԁ部59̼ܘをଌる、造出しを有するൕ立式前方後ԁ墳である。同古墳は古ࢢ古墳܈の༪田ޚ

ࢁ古墳ʢԠਆྕ古墳ʣの౦200̼にҐஔしている。関西େ学文学部ڭतʢ時ʣのӬխ雄

により調ࠪが実施され、埋施ઃはେなׂ形木を内แする೪土ᒛで、古墳໊の由来となっ

た࣫ృりֵ६や武器、武具といった̑ੈل、ひいては古墳時代中期を代表する෭が出土した

一方で、ੴ۴や形ಔ器などの古墳時代前期を想ىさͤる෭も多く出土した。෭の年代

観などから、ݱ在同古墳は古墳時代中期、̑ੈل第࢛̍期にҐஔͮけられる。調ࠪऴྃ後、出

土遺物はឯ༨ંۂをܦて関西େ学文学部考古学研究ࣨに一ׅでॴ蔵され、࢛ੈل以্がܦ過し

た後、報ࠂॻʰ६௩ɾҌ௩ɾचۚ௩古墳ʱがץ行され、ࠓճ実見した２ྖߕについても文ষ、
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図໘、ࣸ真が報ࠂされている。

資料調ࠪを行った方൘ֵ௲ߕʢ図̏ʣは、内中ԝ、ඃ者のଆから少しれて出土した

のだが、ྡに֯ࡾ൘ֵ௲ߕや֯ࡾ൘ֵ௲ি֯付ႀ、さらにはᰍߕやߕݞといった多くの武具も

まとめて෭されていた。このため、細ย化したߕႀยは一ׅでճऩされたものとみられ、一部

はະだ֯ࡾ൘ɾ方൘ֵ௲ߕのどちらにも同定されずにະ整理となっている。

同報ࠂॻの図໘においてはଳۚや൘がࡌܝされておらず、その有無についても詳細はෆ明と

されていた。一方で、ࣸ真図൛には一部Ҿ߹൘らしきమ൘がࡌܝされているなど、ࠞཚもみられ

る。本資料にଳۚや൘が真に存在しないのであれ、同資料は方൘ֵ௲ߕの前段階のॴ࢈

である方形൘ֵ௲ߕの要素を৭ೱくす、型式変化的にみてॏ要な資料となる可能性がある。

そこで、ࠓճの資料調ࠪでは、方൘ֵ௲ߕおよびྡ接して出土した֯ࡾ൘ֵ௲ߕを実見し、

ଳۚなどの部ࡐのࠞ同を再ਫ਼ࠪするべく方൘ֵ௲ߕのమ൘のߏ成を確認した。

調査方法と成果　ݶられた੍ݶ下にあって、શての接߹検討を行うことができなかったため、

はじめに、①ݱ在判明している方൘ֵ௲ߕɾ֯ࡾ൘ֵ௲ߕの部ࡐを展։図্にஔき、確実

に遺存する部Ґの確認を行った。次に、②細ย化しているະ整理扱いのഁย資料を観ɾ整理し、

図̏　६௩古墳出土方൘ֵ௲ߕ展։図ʢӬʢ編ʣ1991を一部վ変ʣ

ࣸ真̍　६௩古墳出土ߕの൘ʢؼ属ෆ明ʣ ࣸ真２　६௩古墳出土方൘ֵ௲ߕʢӈ前ʣ
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部Ґの同定を行った。③これらをઌの展։状ଶの資料の中で遺存しない部Ґにてはめて、方

൘ֵ௲ߕɾ֯ࡾ൘ֵ௲ߕのどちらかであるかを確認した。また、関西େ学ถ田文ڭतのڐ

可をಘて、同定ができた資料に関しては一部接߹を行った。以下、部Ґ͝とに観見を列ڍす

る。

帯金　ଳۚに関しては、֯ࡾ൘ֵ௲ߕには前ɾ後ともに୦্第̏段、ଆ第２段にଳۚ

がされ、ଆ第２段は前と後のଳۚどうしが直接連接される。一方、方൘ֵ௲ߕには

୦্第̏段、ଆ第２段にଳۚがされるが、前の୦্第̏段に関しては存在しないものが多

い。以্から྆者で多くのଳۚが存在すると༧した。༧のとおり、後のଆ第２段などは

શ体の形状が判明する程には整理が進んだが、これらに他の地൘が᭕着するものがશく無いこ

とから、ଳۚがどちらのߕに属するかは結論がでなかった。

裾板　調ࠪの結Ռ、ほ΅存する後ଆの൘を含Ή、̍ྖ分の൘が確認できたʢࣸ真̍ʣ。

ただし、্段の地൘と᭕着するものなく、方൘ֵ௲ߕと֯ࡾ൘ֵ௲ߕのどちらに属するの

かは結論がでなかった。また、ݱ在のところ方൘ֵ௲ߕの࠷下段である方形地൘ʢଆ第

̏段ʣは実見の結Ռ、෴ྠを施していないことがわかった。࠷下段が方形のమ൘である௨有の

方形൘ֵ௲ߕでも、࠷下段には必ず෴ྠを施すことから、本資料には൘もしくはそれに代わ

るమ൘がผにあったとみられる。

引合板　方൘ֵ௲ߕɾ֯ࡾ൘ֵ௲ߕともに前ࠨӈの部Ґを確認できたʢࣸ真２ʣ。よっ

て、方൘ֵ௲ߕにはࠨӈともにҾ߹൘が存在することになる。

以্の結Ռから、६௩古墳出土の方൘ֵ௲ߕにはҾ߹൘が確実に存在するが、ଳۚに関し

ては、存在を認めることができなかった。൘に関しても確定的ではないが、൘の্段にҐஔ

する地൘に෴ྠの痕跡が認められないことから、本来は൘もしくはそれにۙいԿかが存在して

いたものとਪଌされる。

４．まとめ

号墳と、初期の方̏ࢁの属性がંするҌԬچの৽ߕと方൘ֵ௲ߕճ、方形൘ֵ௲ࠓ

൘ֵ௲ߕの代表ྫである६௩古墳出土ྫを中৺に調ࠪを行った。

調ࠪの結Ռ、後者にはଳۚが存在しないことを結論付けることができなかった。ֵ௲ߕのܥ

ේをޠるうえで本ߕはॏ要な資料であり、ࠓ後もܧ続してਫ਼ࠪを加え、そのҐஔͮけを明確に

したい。

また、ҌԬ̏ࢁ号墳出土のߕには、①ଳۚが存在ͤず、それに関連してమ൘の্下෯が方

൘ֵ௲ߕのそれと比べてもେきいほかに、②ࠨӈのԡ付൘がෳຕでߏ成されることも特と

して͛ڍられる。ޱࡕがࢦఠするように、方形൘ֵ௲ߕの同一形式内でのվྑから発展してଳ

ۚ式ߕが出ݱすると理ղすると、య型的な初期の方൘ֵ௲ߕにいたるまでには、①ɾ②の

どちらがվྑされ、さらに̍段階方൘ֵ௲ߕにۙࣅする型式が存在する可能性もු্する。

。後のさらなる資料の૿加を持って検討を加えたいࠓ
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資料調ࠪにࡍしましては、以下の方々、ஂ体に͝ྗڠをಘました。ްくྱޚਃし্͛ます。

Ը田ඒ、ถ田文、ଜढ़明、ᬒ྄و、関西େ学文学部考古学研究ࣨ、ਫ਼՚ொڭҭҕһ会、

本ڭࢢҭҕһ会ʢॱෆ同、ेޒԻॱʣ

ʢ;じいɾようすけ＝େࡕ府ڭҭி文化財อޢ՝ɾ元調ࠪ研究ηϯλʔ৬һʣ

ʢいがɾたかひろ＝調ࠪ研究ηϯλʔ調ࠪ՝اը調整係主ࠪʣ

̍　ڮ本達「لੈޒ、࢛におけるؖ日交বの考古学的再検討ʵ地域間૬ޓ交ྲྀのࢹ点から��第ࡾষ��୦

ഠ൘ɾ方形൘ֵ௲ߕのٕज़とܥේ」�ʢh ੨ٰ学ज़論集ʱ第 12 集　財ஂ法ਓ　ؖࠃ文化研究ৼڵ財ஂʣ

199�。

２　古୩　ؽ「方形൘ֵ௲ߕのૅج的研究ʢ̍ʣ」ʢh ౦京ࠃ立ത物ؗل要ʱ第 41 号��౦京ࠃ立ത物ؗʣ

2006、前ࡔঘࢤ�「方形൘ֵ௲ߕを有するӉஐの前期古墳「େุ」」ʢh ಸྑݝ立־原考古学研究ॴෟ

属ത物ؗ　特ผ展図　٢ل行ʵ٢ɾӉஐをめ͙る交ྲྀと৴ڼʵ �ɦޒᑍࢢɾޒᑍڭࢢҭҕһ会ɾ

٢ொɾ٢ொڭҭҕһ会�ʣ2009。

̏　古୩　ؽ「古墳時代のߕႀ研究の方法」ʢh 考古学ࢽࡶʱ第 �1 。第̐号�日本考古学会ʣ1996　ר

̐　Ӭխ雄ʰ日本্代のߕႀ �ɦԬॻӃ　1934。

̑　Ӭխ雄ʰ日本্代のߕႀ ʢɦ૿ิʣ�木ࣖ社　1994。

６　্ৎॿ�「古墳時代におけるߕႀの変ભとそのٕज़史的意義」ʢh 考古学研究ʱ第 14 号�考古学̐　ר

研究会ʣ196�。

７　小林ݠ一�「ߕႀ੍作ٕज़の変ભとਓのܥේʢ্ʣ」ʢh 考古学研究ʱ第 20 4号　考古学研究会ʣ　ר

1974、小林ݠ一「ߕႀ੍作ٕज़の変ભとਓのܥේʢ下ʣ」ʢh 考古学研究ʱ第 21 2号　考古学　ר

研究会ʣ1974。

８　ୌ　�「ޅ௩古墳出土のߕ」ʢh ҵݝ史研究ʱ64 号　ҵڭݝҭҕһ会ʣ1990。

９　ҏլ߂ߴ�「נ୩古墳」ʢh 京都府遺跡調ࠪ概報ʱ第 46 �ʢ財ʣ京都府埋蔵文化財調ࠪ研究ηϯλʔʣ

1991。

 ୩古墳出土の小נႀの復原ʵ京都府木ொߕ古墳時代前期のమ」�߂ߴ一ɾҏլݠ本ਗ਼一ɾ小林ڮ　10

ʵ」ʢhߕ௲ႀɾ方形൘ֵ௲ֵࡳ 考古学と自વՊ学ʱ第 27 号　日本文化財Պ学会ʣ1993。

 ʢh「の変化ߕにおけるلੈ࢛」�ᆹࠀڮߴ　11 古墳ࢁ古墳とੴࢁۚࢵ �ɦ京都େ学文学部ത物ؗʣ1993。

 12　̍に同じ。

 13　古୩　ؽ「ྫ会報ࠂ　古墳時代のߕႀ研究の方法ʢ第 42 ճྫ会発表要ࢫʣ」�ʢh 考古学ࢽࡶʱ第 76 ר

第 1号�日本考古学会ʣ1990、２に同じ。

 ʢh「ේܥのߕ時代の൘ࠃࡾ古墳ɾ」本達ڮ　14 ٕज़と交ྲྀの考古学 �ɦ同成社�2013�

 ʢh「ɿ変ભとその特ߕ൘ֵ௲֯ࡾとߕ方൘ֵ௲」�ؽӳޱࡕ　15 史林ʱ第 �1 第̑号　史学研　ר

究会ʣ199�。

 ʢh「ේܥႀのٕज़ߕ前期ɾ中期型」�ؽӳޱࡕ　16 考古学δϟʔφϧ ʢɦ5�1ɾ̍ ݄号ʣ�χϡʔαΠΤϯε社ʣ

2009。

 17　େ௶भ一「京都府ਫ਼՚ொ�ҌԬ̏ࢁ号墳の調ࠪ」ʢh 考古学研究ʱ第 5� ��第̍号��考古学研究会ʣר

2011。

 1�　 14 に同じ。

 19　 16 に同じ。
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ʲࢀ考ɾҾ用文ݙʳ

େݾࠀߐɾ২ଜ明உɾ西ࢁ要一ɾଜढ़明�「京都府ਫ਼՚ொҌԬࢁ 3号墳出土ߕのߏ造復元」ʢh 日本文

化財Պ学会େ会研究発表要ࢫ集 �ɦ日本文化財Պ学会ʣ2012

小林ݠ一�「古墳時代における初期のߕႀ」ʢ�h 文化財論ᶘ �ɦಸྑ文化財研究ॴ立 40 प年ه೦論文集　

ಸྑ文化財研究ॴʣ1995�

小林ݠ一�「古墳時代ߕႀのܥේと木ߕ」ʢh 文化財論ᶙ �ɦಸྑ文化財研究ॴ立 50 प年ه೦論文集�ಸྑ

文化財研究ॴʣ2002

�ʢh「ႀの成立ߕଳۚ式」�ؽӳޱࡕ ԕ古登Ꮊ　ԕࢁত登܅ౣ考古学論集 �ɦ真ཅ社ʣ2010

Ӭխ雄編�h ६௩�Ҍ௩�चۚ௩古墳 �ɦ由ྑେ古代文化研究ڠ会　1991

「想を中৺にʵࢥܭႀ作ٕज़とઃߕまでのل౷と日本ʵ特に̑ੈܥႀのߕ౦ΞδΞにおける」��　ڮߴ

ʢh 日本考古学ʱ第２号　٢߂文ؗʣ1995

ʢh「ේܥႀのٕज़とߕ古墳時代前期」�本達ڮ ઇࢁ古墳の研究　考ร �ɦീ日ڭࢢࢢҭҕһ会ʣ1996

٢田ӳහʢ編ʣh ધ来ࢁ古墳܈ �ɦࢳ؏ொڭҭҕһ会ɾ本ொڭҭҕһ会ʢધ来ࢁ古墳܈発۷調ࠪஂʣ1999
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平成 29 年度発掘調査略報

̏ɽ݄
ㆤ ㆌ ㆧ

出遺跡

所 在 地　京୮後ࢢொ٧݄出

調査期間　ฏ成29年10݄17日～12݄22日

調査面積　500ᶷ

はじめに　ࠓճの調ࠪはࠃಓ17�号ࡂɾ҆શ交付ۚۀҕୗにい京都府୮後土木事ॴの

依པを受けて実施した。݄出遺跡は京୮後ࢢொ٧݄出にॴ在し、日本ւԊ؛部に形成され

た্ٰ࠭に立地している。遺跡ൣғ内にੴ造物のࢄが確認され、中ੈ以降の墳ุと考えられて

いる。過ڈに調ࠪྫはなく、本調ࠪが̍次調ࠪとなる。

調査概要　ࠓճの調ࠪ地は遺跡ൣғのଆにҐஔする。調ࠪτϨϯνは西ଆのٰྕ部に̍τϨ

ϯνから̏τϨϯν、౦ଆのچ耕作地に̐τϨϯνと̑τϨϯνの̑かॴをઃ定した。

１～３トレンチ　ݱ地表໘のඪߴは22�3̼から25�3̼で比ߴは̼̏をଌる。表土直下よりඍ細

な֪ยがࠞじるにͿいԫ৭࠭を検出した。水ฏ、ࣼめ方の̍～̏NNのബい༿理のॏなり

が確認できるが、理໘を形成しない୯の࠭である。̏τϨϯν西ଆをඪ17�1̼ߴまでॏ機

により۷したが、࠭の土৭変化が確認できたのみで、遺ߏ、遺物は認められなかった。

４・５トレンチ　ݱ地表໘のඪߴは22̼から21�9̼で比ߴは0�1̼をଌる。表土直下よりچ耕作

土であるにͿいԫ৭࠭を検出した。چ耕作土の下では、ѥԁ、ѥ֯がࠞじるࣼめのෆ整

߹な࠭ଯੵが連続しており、ਓҝ的なվ変を受けたと考えられる。̐τϨϯν౦ଆのඪ19̼ߴ

付ۙでՖቋؠのがࠞじるݻくకまったփ৭࠭を検出した。ඪ17�5̼ߴ付ۙまで۷を行った

が、土の変化は確認できなかった。いずれのτ

Ϩϯνからも遺ߏ、遺物は認められなかった。

まとめ　ࠓճの調ࠪでは調ࠪ地౦ଆの̍～̏τ

Ϩϯνはۙྡのւからのඈ࠭による෩成ଯੵに

より形成されたٰ࠭であることが判明した。調ࠪ

地西ଆの̐、̑τϨϯνでは過ڈにେنな土取

りが行われており、土取り後の埋めしと考えら

れる。

ʢࢁതষʣ

調ࠪ地Ґஔ図ʢࠃ土地理Ӄ̍�25ඒʣٱ　000
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̐ɽঁ
ㆫ ㇇ ㆄ

遺跡

所 在 地　京୮後ٱࢢඒொঁࠇ田

調査期間　ฏ成29年６݄̍日～７݄2�日

調査面積　500ᶷ

はじめに　ঁ遺跡は、佐ೱ୩中ྲྀ域ӈ؛に形成されるઔ状地্に立地する。ࡢ年調ࠪで

は、部分的ではあるが弥生時代後期の୦݀ݐ物２جを確認している。

のہڵにい、京都府୮後広域ৼۀ൫整උ事ج化ڧ૪ྗڝۀ年にҾき続き、府Ӧ農ࡢճはࠓ

依པを受け、発۷調ࠪを行った。

調査概要　調ࠪ対地内に̑かॴのτϨϯνʢ̍～̑τϨϯνʣをઃ定した。౦ଆにઃ定した

̍ɾ２τϨϯνは、ݦஶなฏを受けており遺ߏの存状況はѱい。ฏ҆時代のப݀やߔの一部

を検出したほか、ೆ౦付ۙにて୩地形を確認しており、埋土中から弥生土器ɾ土ࢣ器ɾਢܙ器ɾ

。৭土器が出土したࠇ

৭ࠇ器ɾܙ器ɾਢࢣ況のঁ集མ端部付ۙにઃ定した̏ɾ̐τϨϯνでは、弥生土器ɾ土ݱ

土器を含Ή遺物แ含が0�15N存する。遺ߏ໘では、古墳時代の୦݀ݐ物ʢ̨̝401ɾ402ʣや

ฏ҆時代の土を検出した。̨̝401は検出̏Nをଌる方形の୦݀ݐ物である。पนߔと

跡の可能性のある焼土を検出したが、遺物は確認できなかった。西端のඪ2��0ߴN付ۙで検出し

た4)402は検出4��Nをଌる。ฏ໘形は検出ൣғがڱく判વとしない。চ໘よりपนߔや主ப݀

の可能性のあるப݀̍جを確認した。遺物は土ࢣ器が出土しており、୦݀ݐ物の時期は古墳時

代初಄と考えられる。同じくচ໘付ۙから、0�3～0�4Nେのෆ整形のന৭೪土մをෳ確認した。

ฏ҆時代の土は࣠0�5～3�5Nをଌるෆ整ԁ形のものをج検出した。

西ଆの̑τϨϯνでは、遺ߏは確認できず、γ

ϧτやでߏ成される自વଯੵを確認した。

まとめ　ࠓճの調ࠪ地पลの遺跡やٰྕ্の調

ࠪでも、ۙ接する時期の遺ߏや古墳を確認してお

り、ࠓ後これらとの関連を考えていく必要がある。

また、遺物แ含と遺ߏɾ遺物の検出状況から、

況のঁ集མ付ۙに古代の集མが広がっているݱ

可能性がある。

ʢߥ木⅖ಸʣ

調ࠪ地Ґஔ図ʢࠃ土地理Ӄ　1�25ඒʣٱ　000
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遺跡第17次ʢ̜ɾ̝地۠ʣࢁ

所 在 地　ཅࢢ中ϊࣳ

調査期間　ฏ成29年݄̐17日～８݄25日

調査面積　1335ᶷ

はじめに　ࣳࢁ遺跡はཅࢢの౦部をめるٰྕの西端にҐஔし、これまでの調ࠪで中ɾ後

期の古墳やಸྑ時代の۷立பݐ物などが見つかっている。ࠓճの発۷調ࠪは৽໊ਆߴಓ࿏整උ

事ۀにい西日本ߴಓ࿏ג式会社の依པを受けて実施した。ࠓ事ۀで発見された古墳は、طԟ

の調ࠪも含めて立地による܈ผ作ۀをվめて行っており、本ࢽもその古墳൪号を使用する。

調査概要

Ｇ地区　府ಓのす͙西の段ٰ໘্にҐஔする調ࠪ地で、ԁ墳が̏جみつかった%地۠のす͙ೆ

にҐஔしている。̜地۠の౦ଆは、ઓ後の土࠭࠾取で地形がେきくฏされている。վ変で生

じた֑໘ではߔが観されており、h ཅࢢ史ʱでは古墳が存在する可能性が示されている。

15号墳　पߔの内法でଌって26�7̼ܘのԁ墳である。土࠭࠾集によるฏのため、存してい

たのはશ体の２�̏程である。पߔは෯2�3～3�7̼、深さ0�7～̼̍で、ඈௗ時代の土ࢣ器ɾਢ

存していなかった。h器が出土した。埋主体や土はܙ ཅࢢ史ʱに示された古墳にあたる。

Ｈ地区　段ٰ໘の西端にあたるҐஔで̏つの調ࠪ۠をઃ定した。̝ʵ̍۠は、土࠭࠾集のため

෯10̼ʷさ�0̼の島状にされた段ٰの西端にある、古墳状地形にઃ定した調ࠪ۠である。

16号墳　෯0�7～2�6̼、深さ0�25～0��̼のपߔをさ16�5̼分検出した。検出したのは古墳の

西部の͝く一部分で、その他は土࠭࠾取によりେきくฏされているため墳形やنはෆ明で

あるが、20̼ܘ程のԁ墳の可能性がある。埋主体は見つからなかったが、چ表土্に土が

なされている状況が確認できた。पߔ埋土からはඈ

ௗ時代の土ࢣ器ɾਢܙ器が出土した。

̝ʵ２ɾ̏۠は̝ʵ̍۠のす͙にҐஔし、段ٰ

に対して౦からೖりࠐΉ୩部にઃஔした調ࠪ۠であ

るが、自વの୩地形を確認したのみで遺ߏはみつか

らなかった。

まとめ　ࠓճの調ࠪでは２جの古墳がみつかった。

पߔ埋土からはඈௗ時代の遺物が出土しているが、

、ԟの調ࠪྫからこれは埋の年代の一点でありط

代の年代が想定できる。とくに15号墳はपลل６ੈ

のԁ墳に比べてنがେきく、そのඃ者૾も含め

た分ੳがࠓ後の՝である。　　　　　　ʢ加藤խ࢜ʣ調ࠪҐஔ図ʢࠃ土地理Ӄ　1�25000　Ӊ࣏ʣ
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遺跡第̏次

所 在 地　ཅࢢ小ඉ৲地内

調査期間　ฏ成29年݄̑２日～７݄26日

調査面積　�03ᶷ

はじめに　ࠓճの発۷調ࠪは৽໊ਆߴಓ࿏整උ事ۀにい、西日本ߴಓ࿏ג式会社の依པ

を受けて実施した。小ඉ৲遺跡は౦にࣳࢁ遺跡、西に水主ਆ社౦遺跡があり、ཅࢢのほ΅中ԝ

部にҐஔする。

小ඉ৲遺跡पลの発۷調ࠪでは、集མのԑล部のߔやཬ地ׂの۠ըߔ、ฏ成29年のཅࢢ

による調ࠪでは縄文ɾ古墳時代の୦݀ݐ物、古墳時代の۷立பݐ物の遺ߏが検出されており、

縄文時代からಸྑ時代の遺物が出土している。

調査概要　調ࠪ地は、ࠃಓ24号৽交差点のೆ西にҐஔし、小ඉ৲遺跡の౦端にあたる。

。をෳ検出した表土の下0�2̼のγϧτ্໘で̍ล２̼の方形のۙ代の土چ地表ɾݱ

γϧτは0�4̼ްでଯੵしており、この中には、ѵɾϤγの痕跡が認められた。その下では、

1��̼にって؛ลのଧった跡と判அされるԫ৭にࢎ化した、さらにその下ではপ状の

水性ଯੵを表すγϧτのଯੵや土࠭ྲྀと判அされる࠭やを含Ήが認められた。土࠭ྲྀと

みられるߔ状の痕跡からは、古墳時代ɾ古代の土ࢣ器ยが出土した。土࠭ྲྀとは、ܹٸな土࠭の

ྲྀれにより底をった痕跡である。この土࠭ྲྀは、౦からೆ西にけてྲྀれており、ྲྀれの

෯がͤまくなっていることから、౦ଆのٰྕからྲྀれࠐんできた土࠭ྲྀのઌ端とਪଌされる。

まとめ　ࠓճの調ࠪでは、ۙ代の土、土࠭ྲྀの痕跡を検出し、古墳時代からಸྑ時代の土ࢣ

器ยɾਢܙ器ย、中ੈのന࣓ยɾમなどの遺物が出土した。土のଯੵ状況から、小ඉ৲遺跡

のൣғとされる౦端にはۙੈۙくまで、水をた

たえていたপ地もしくは࣪地であるということが

明らかとなった。しかも、比ֱ的水深の深いڥ

から、水ࡍ、地へと変化したことが判明した。

पลの調ࠪ成Ռでは、縄文ɾ古墳ɾಸྑ時代の集

མがあり、ਓの生׆域があったとされているが、

ۙ接するࠓճの調ࠪ地の場ॴにপもしくはがあ

ったことがわかり、その時の地理的ڥをる

ことができる資料となった。また、ۙ代以降には

土状の遺ߏが۷されるなどの土地ར用が行わ

れていたと考えられる。

ʢԬଜඒ子ʣ調ࠪ地Ґஔ図ʢࠃ土地理Ӄ　̍�25000　Ӊ࣏ʣ
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長岡京跡調査だより・129

Ԭٶ跡やԬ京跡は、京都、ࢢ日ࢢ、Ԭ京ࢢ、େ࡚ࢁொにまたがる遺跡のため、これら

の自࣏体をはじめ、京都府、埋蔵文化財ηϯλʔやなどがこれまで調ࠪにܞわってきた。一つの

遺跡を多くのஂ体が調ࠪをしてきたことから、発۷調ࠪ成Ռに関する情報交や、資料の共有

化を図って、Ԭ京跡の౷一的な調ࠪɾ研究に資する必要が生じてきた。そのため、ຖ݄̍、

Ԭ京跡を発۷調ࠪしている機関の୲者が集まって、Ԭ京連བྷٞڠ会を実施している。

調ࠪ地Ґஔ図ʢ̍�50000ʣ
ʢ日ࢢ文化財事ॴɾʢެ財ʣ日ࢢ埋蔵文化財ηϯλʔ作成のԬ京復原図をجに作図ʣ

調ࠪ地は̥がٶ域、̧がӈ京域、̡がࠨ京域を示し、ࣈは次を示す。
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京域̏݅、ӈ京ࠨ、域̑݅ٶ、のあったࠂճは、ฏ成29年８݄からฏ成30年݄̍のྫ会で報ࠓ

域12݅、京域外̏݅の߹22݅ܭのうち、主要なものについて報ࠂする。

宮域　ٶ域の調ࠪは、後期では̐݅実施された。西ೋେ࿏のԆ্にたる第522次調ࠪでは、

明確にはわからなかったが、その౦ଆߔと関係するҐஔにப݀が見つかった。

。が検出されたߔᦰ౦端にਪ定される第525次調ࠪでは、౦一େ࿏の西ଆ内ลٶ

左京域　ࠨ京域の調ࠪ事ྫは、前期に続いてやはり少なく、都߹̐݅となった。第594次調ࠪ

については、前号で詳細をه述した。その後、下遺ߏの調ࠪも実施され、古墳時代の土も確

認された。その他、ݱ在も調ࠪの続いている調ࠪ地もあり、詳細は次号にৡりたい。

右京域　ӈ京域の調ࠪは、比ֱ的調ࠪنの小さなものが多いものの、11݅実施され、وॏな

成Ռをもたらした。第1164次調ࠪでは、ࡤ列が２みつかっているが、出土遺物がۇ少なため、

明確にԬ京期のものとஅ定することができなかった。

第1165次調ࠪでは、中ۙੈԵࣉ܇のࣉ域ೆݶɾ౦ݶに関わるとみられるߔと、古墳時代の૯ப

の۷立பݐ物などがみつかった。ਪ定ࡾେ࿏ೆଆߔは検出されなかった。

第1166次調ࠪでは、౦ɾ西ɾೆの̏かॴの調ࠪ۠で実施された。古墳時代からۙੈにいたる遺

20DNのப痕のあるப列がみつܘれ、౦調ࠪ۠で直ݶɾ遺物が出土している。Ԭ京期にߏ

かった。ࠓ後ྡ接地۠の調ࠪなどで、ࡤか۷立பݐ物かの判அがなされるであろう。また、ೆ調

ࠪ۠では、౦西２間、ೆ２間以্のೆ౩とࢥわれる۷立பݐ物がみつかった。同じೆ調ࠪ۠

からは２ߔもみつかっている。

第1167次調ࠪでは、Ԭ京期からฏ҆時代にかけての小݀が８ج、土２ߔ、ج̍がみつか

り、֘時期のਢܙ器ɾ土ࢣ器などの遺物だけでなく、前期とみられる弥生土器ࡅยが出土して

いる。

京域外　ࠓճも、Ԭ京域の発۷調ࠪにい、その্遺ߏや下遺ߏとしての調ࠪが多かっ

た。その中で、京域外の調ࠪとして、ϊޱ遺跡第̑次調ࠪと西ϊԬ遺跡第̑次調ࠪ、ೆ遺跡

第９次調ࠪが実施された。ϊޱ遺跡の調ࠪでは、出土遺物としてਢܙ器が出土したものの、明

確な遺ߏがみつからなかった。

西ϊԬ遺跡でも、縄文土器、古式土ࢣ器、ਢܙ器、נ器、ಃ器など、各時代にわたる遺物が出

土しているが、ݦஶな遺ߏがみつからなかった。

その他　ޒ௩原古墳の遺跡ൣғ確認調ࠪが実施され、ޒ௩原古墳の墳ٰ部のようすが明らかに

なってきた。前方部がόν状を呈し、ಸྑࡩݝ井ࢢవ古墳܈中の౦田େ௩古墳とよくࣅている

ことが判明した。墳ٰは、౦ଆと同じく、墳ٰࣼ໘の途中でฌ໘をઃけるೋ段ங成であること

がわかった。また、前方部の西ଆにはपߔ状のۼみがあり、そのೆ౦ଆにをෑいて可能性があ

ることなど、وॏな成Ռがಘられた。

ʢ土ڮʣ
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地ެ։状況ʢฏ成29年10݄～ฏ成30年݄̍ʣݱ

調ࠪ研究ηϯλʔでは、埋蔵文化財発۷調ࠪの成Ռを広く府ຽのօ様に報ࠂし、地域のྺ史

を理ղしていただくため、調ࠪ研究ηϯλʔが発۷調ࠪをしている京都府内の遺跡のݱ地説明

会や遺跡見学会などのݱ地ެ։を行っている。

現地見学会

݄̍13日ʢ土ʣにീ഼ࢢஉࢁ౦中学۠ߍߍ学ࢧߍԉ地域を対にඒೱࢁ遺跡のݱ地見学会を実施

した。小中学生や地元の方が130໊以্のࢀ加者をಘた。

現地説明会

݄̍20日ʢ土ʣにُԬࢢ佐ഢ遺跡のݱ地説明会を実施した。佐ഢ遺跡では、多量のנが出土して

おり、その中には、ҁ部ࢢҁ中ഇࣉ出土のנと同ᝎのנが多く出土していることから、ҁ中ഇࣉ

のנ作ਓのҠಈ、またはڧいܨがり

があった可能性がある。またそのほか、

৴ڼの対であり、京都府下で̏ྫ目と

なるנౝが出土たことから、ࣉӃである

と考えられる。ࠓճの調ࠪは、୮地域

におけるڭの広がりを୳る্でॏ要な

調ࠪとなった。

日は、152໊がࢀ加され、遺ߏや遺物

を熱৺に見学された。

݄̍21日ʢ日ʣにീ഼ࢢඒೱࢁ遺跡のݱ地説明会を実施した。ඒೱࢁ遺跡では、弥生時代から古

墳時代の୦݀ݐ物、ಸྑ時代の۷立பݐ

物、時期ෆ明のの跡などを検出し

た。ࠓճの調ࠪでは、ඒೱ্ྕٰࢁの広

いൣғに集མがӦまれていたことが判明

した。

日は、125໊の方がࢀ加され、出土し

た遺ߏや遺物についてੵ極的に࣭され

た。

ʢੁതֆʣ
ඒೱࢁ遺跡ݱ地説明会

佐ഢ遺跡ݱ地説明会
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普及啓発事ۀʢฏ成29年10݄～ฏ成30年݄̍ʣ

調ࠪ研究ηϯλʔでは、埋蔵文化財発۷調ࠪの成Ռを広く府ຽのօ様に報ࠂし、地域のྺ史

を理ղしていただくため、埋蔵文化財ηϛφʔや小さな展ཡ会をはじめ、「関西考古学の日」関

連事、ۀ日ࢢまつりへのࢀ加などの普及啓発׆ಈを行っている。

関西考古学の日2017「秋の考古学講座」

「関西考古学の日」は、ࠓ年で10年目をܴえるશࠃ埋蔵文化財法ਓ連བྷٞڠ会ۙـϒϩοΫに

ॴ属する13法ਓが、広くࢢຽのօさんに文化財や考古学のॏ要性などをっていただくために、

７݄から11݄の̑か݄間に考古学に関連した行事を実施する連ܞ事ۀである。

調ࠪ研究ηϯλʔでは、「ळの考古学࠲ߨを」を̏ճ実施した。９݄２日ʢ土ʣに小調ࠪ

՝が「ܰੴの考古学」としたߨԋを実施し、17໊のࢀ加をಘた。10݄７日ʢ݄ʣに「縄文土器

の文様を復元するʢ復元体ݧʣ」とした体࠲ߨݧを実施し、15໊のࢀ加をಘた。11݄̐日ʢ土ʣに

、しߨຯ深くௌڵ加者はࢀ。加をಘたࢀԋをを実施し、13໊のߨとした「の文様をಡみղくנݢ」

。30ทにてհするࢽ義ऴྃ後はੵ極的な࣭があった。詳細は本ߨ

2017向日市まつり

11݄1�ʢ土ʣɾ19ʢ日ʣに京都日ொྠڝ場にて։࠵された日ࢢまつりに「౷の代編みに

ઓしようʂ」として出展した。

縄文時代から編まれてきた代のྺ史を学んでいただき、実ࡍにࠝแ用のඥで代のコʔ

ελʔͮくりの体࠲ߨݧを実施した。

日は小さなお子さんから͝年の方まで෯広い年代の方がࢀ加された。ࢀ加者は、出土した

縄文時代ののࣸ真や、土器の底部の編み物のѹ痕から、縄文時代には、多くの編み方があるこ

とにײ৺された。

コʔελʔͮくりでは、ඥの௨し方に

ۤઓされる方もいたが、อޢ者や、༑ਓ

とॿけ߹いながら、コʔελʔをつくら

れた。成したコʔελʔは、持ちؼっ

ていただいた。

日はݫしいפさに見われたが、྆

日含め、107໊のࢀ加をಘた。

コʔελʔ作成状況
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第136回埋蔵文化財セミナー

11݄26日ʢ日ʣ京都ࢢΠΦϯϞʔϧ京都ܡ̏階ΠΦϯϗʔϧにて第136ճ埋蔵文化財ηϛφʔ

を։࠵した。

、とし「～したट都とはࢦल٢のͮくりとொͮくり　～ल٢の目」、ճのηϛφʔではࠓ

๛ਉल٢が京都のொฒみをେきく変化さͤたようすを、ۙ年の発۷調ࠪの成Ռと࠷৽の研究成Ռ

から京都の࢟にഭった。

ԋ「ल٢のͮくりとொͮくりߨ調ج

～ल٢の目ࢦしたट都とは～」では、同

ܭࢢतが、ल٢の都ڭ社େ学অฑढ़ࢤ

ըは、ܚɾ෬見のେ地の後にେきな

変化があったことをߨԋされた。

報̍ࠂ「ࣉொの形成とその意義」では、

調ࠪ研究ηϯλʔҁ部ါ真主が、ࣉ

ொɾچ域法成ࣉ跡の発۷調ࠪから、ࣉӃ

のෑ地ར用が明らかになったことが報ࠂ

された。

報２ࠂ「ここまでわかったޚ土ډの実

૾」では、ެӹ財ஂ法ਓ京都ࢢ埋蔵文化

財研究ॴೆ雄調ࠪ係が、ޚ土ډのங

造方法に֨ن性が認められることから、

౷一的な੍作方法のもとにங造された可

能性を報ࠂされた。

報̏ࠂ「発۷調ࠪと地表୳ࠪからഭる

ᡉָ第の࢟」では、京都府ڭҭிࢦಋ部

文化財อޢ՝の古ঊ෭主ࠪが、ै来の

発۷調ࠪ成Ռと地表୳ࠪ成Ռから、ᡉָ

第の࢟やそのҠり変わりを報ࠂされた。

ϛχγϯϙδϜでは、各発表ςʔϚ

から提ىをし、意見交が行われた。

日は、京都府内外から139໊の方が

。加され、況のうちऴྃしたࢀ

ʢੁതֆʣ

第 136 ճ埋蔵文化財ηϛφʔ展示見学෩ܠ

第 136 ճ埋蔵文化財ηϛφʔߨԋ෩ܠ

第 136 ճ埋蔵文化財ηϛφʔϛχγϯϙδϜ෩ܠ
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関西考古学の日関連事業「秋の考古学講座」

ܰੴの考古学
�小　

１　地域差が著しい軽石の用途

ಸྑࠃ立文化財研究ॴσʔλϕʔε「શࠃ遺跡報ࠂ૯ཡ」で「ܰੴ」を検ࡧすると4050݅の

σʔλが表示される。特に、、܈、࡚ٶഅݝに検ࡧが集中し、౦各ݝにも一定の検ࡧ

が見られる。いずれもՐۙࢁくにҐஔしており、�古くから出物としてのܰੴが、生ݍ׆内に存

在し、ܰੴをۙなੴࡐとして容қにೖखすることが可能であったことを示している。その中に

あってࣛࣇ島ݝとݝ࡚ٶでは、縄文ɾ弥生時代のੴۮやफڭ的遺物、土器の٭ࢧ、古墳時代の᯿

Ӌޱやੴ、中ੈのੴ૾物やۙੈの૾ۮなどに多用されていることがѲされる。一方、ۙـで

は出土点は少ないが、ු子に使用された事ྫが見受けられる。ܰੴは、ـ内内部において࠾

集できないことから、他地域からのൖೖを想定する必要がある。ށߐ時代の各地の特࢈物をཏ

したʰໟਧʱによると、لҏの特࢈物としてܰੴがࡌهされていることから、ւ؛のඬ着物と

してܰੴが࠾集されたことを前提として、࠾集調ࠪを行った。

２　畿内周辺域における軽石採集域の特定調査

ՎݝࢁԊ؛においてඬ着物としてのܰੴ࠾集調ࠪを行った。その結Ռ、ՎӜւ؛をはじめ

のٶ、ঁӜ、島、井、ࣛ島、ೋ子、ೆന、ࢤ原、しおかͥ、നௗ、۲本ொਢլのւ

集࠾集することができた。このことから、内部におけるܰੴの࠾においてେ小のܰੴを多؛

地は、これらのւ؛である可能性がߴいことをʰໟਧʱのه事などからਪ定した。

３　古墳時代中期における交易品としての軽石

古墳時代中期に来ਓの跡を多くす集མ遺跡では、ே島のಃ࣭土器をはじめ、ಃ༢࢈

のਢܙ器やେࡕ؛やل୶ւڦのԘ土器、৭ڽփؠやੴの原ੴや、ᘡᘚ、ੴなどの

交қとともにഅࣃ、᯿Ӌޱ、మᕥ、甑などが多く

出土する。特に、ـ内ݖ直の土器Ԙである

西ϊঙ遺跡のԘ土器やلϊྲྀ域のੴは、لҏか

らもたらされた交қとしてҐஔͮけられる。出土事

ྫがۇ少ではあるが、ـ内内部の古墳時代中期集མ

遺跡から出土したܰੴは、以্のଠฏ༸؛において࠾

集され、Ԙ土器やੴとともにلҏから交қによっ

てもたらされたと考えられる。なお、ۙ年、日本ւ域

の弥生～古墳時代集མからもܰੴが出土しているが、

日本ւԊ؛での࠾集との関連を想定できる。
古墳時代中期の交қを物ޠる様々な遺物

ʢਫ਼՚ொ֞外遺跡ʣ
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縄文土器の文様を復元するʢ復元体ݧʣ
�ੁ　തֆ

１．はじめに

明12࣏ʢ1�7�ʣ年に̚ɽ̨ɽϞʔεによってその存在が認識された縄文土器は、多種多様な文様

を施した土器が存在する。しかし、どのように土器に施文を行ったかは、ಾにแまれていたが、

ত６ʢ1931ʣ年にࢁ内ਗ਼உによって、縄によるճ転施文であることが明らかになると、文様の研

究はٸに進んでいった。ࠓճは、ຑඥを使用して、೨りࢳを造っていただき、೪土にԡしつけ

ることによって、縄文の復原体ݧを行った。

２．縄文土器の文様－縄文原体－

一言に縄文土器と言っても、その施文方法は様々である。縄を直接土器にճ転さͤて施文する

縄文、࣠に縄をרき付けて施文する೨りࢳ文、ூࠁされたをճ転さͤて施文するԡ型文、細

い状のಓ具を使用して施文する文、֪を使用して施文する֪文、そして文様を持たな

い無土器など、縄文土器と໊ͮけられているが、縄文で施文される土器は少ない。

縄文土器の؆୯なհをし、縄文の೨り方を

説明した後は、ຑඥを用いて実ࡍに縄文原体の

復原を行った。྆खにຑඥの端を持ち、೨りを

かける。次に೨ったඥを分におり、縄を作っ

た。೨りの方によって、縄が্ࠨからӈ下に

くӈ೨りの縄が下にࠨ೨りとӈ্からࠨく

でき、縄を೪土にԡしつけると、実ࡍの縄とは

反対の文様となった。

体ݧされた方は、࠷初は、୯に縄をͶじるだ

けでは、ඥがうまくدり߹わなく、ඥがほどけ

てۤઓされる方が多かったが、೨り方がわかる

と２段、̏段の縄の縄文原体を作られた。

３．おわりに

ࣉҏլࢢऴྃ後に会場に展示したԬ京࠲ߨ

遺跡出土の縄文土器を見学され、縄文土器のେ

きさや文様のෳࡶさにײ୰されていた。

作した縄文原体は、各自で持ってؼられ、

೨りࢳを作れるようになりたいと、ຑඥを持っ

てؼられる方もいた。

ࣸ真２　ҏլࣉ遺跡から出土した土器を見学

ࣸ真̍　作した縄文原体で೪土に文様をつける
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の文様をಡみղくנݢ
井ਸ史

１．はじめに

代ʣからل元前̐ੈل時代ʢࠃし、ઓݱʣに出ل元前８ੈل～元前11لの西प時代ʢࠃは、中נ

ʢل元̏ੈلʣにかけて根શ体にנが෪かれるようになった。

わがࠃへのנのは、６ੈلに日本で࠷初のࣉӃ、ඈௗࣉが造Ӧされた時である。「これ

以降、日本ࠃ内でもנの生࢈が࢝まり、初はࣉӃを中৺に、７ੈل͝ろにはנ෪きのେ極఼

などをඋえた藤原ٶが造Ӧされ、以後、ٶ都やࣉӃ、ᦰなどでנの使用が広がる。

２．軒瓦の文様を読み解く

߹໘の都ࢴ、を取り্͛、その文様をಡみղいた。ここではנؙݢ、の中でもנճは様々なࠓ

でנؙݢのみを取り্͛る。

さて、初期のנؙݢは、ே島のඦࡁからわったため、ඦࡁのそれによくࣅた文様のもの

である。文様の主体は、ϋεのՖをϞνʔϑにした「࿇՚文」である。「࿇՚文」は、その後の「Ֆ

ห」の形状の変化によって、「素ห」、「୯ห」、「ෳห」の̏種類に分けられる。

ே島からわった初は、「素ห」࿇՚文が用いられた。נؙݢのपғʢ＝外۠、これに対

してՖหの中৺文様部分を内۠というʣには文様は見られない。これらがඈௗࣉをはじめ、初

期のࣉӃを中৺に用いられたʢ図第ᶗ期ʣ。

後になると、「ෳห」࿇՚文ʢ第̍لになると、「୯ห」࿇՚文ʢ図第ᶘ期ʣが７ੈࠒ中ل７ੈ

図第ᶙ期ʣが出ݱする。これらのנؙݢでは、֗۠に「ॏݍ文」や「ࣃڒ文」などの文様が付加

される。こうしたנؙݢは７ੈلになると、藤原ٶで使用されることから、「藤原ٶ式」とݺ

れるנؙݢに発展するʢ図第ᶚ期ʣ。

３．おわりに

は、おもにϋεのՖをϞνʔϑとした࿇՚文の変化から、その変化をಡみ取נؙݢののうちנ

ることができる。נؙݢやݢฏנでは、文様や作ٕज़を見ていくと、同一のٕज़にͮجくܥ

列のந出ができる。נݢの文様は、こうしたܥ列を考える্で、࠷もわかりやすい要素の̍つで、

その変化をいかけることで、どのような文様のάϧʔϓが日本のどこへ広がったのか跡する

ことができる。

このようにנݢの文様をಡみ

ղくことは、נݢの広がりを研

究する্でॏ要な作ۀとなるも

のである。

図　נؙݢの変ભʢ７ੈلʣ
ʢԬ本౦ࡾʰ古代ࣉӃの成立と展։ʱࢁ出൛社　2002 よりҾ用ʣ
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ฏ成29年のηϯλʔの৫
ηϯλʔのಈ

ʢฏ成29年݄̏～ฏ成30年݄̍ʣ
�

月 日 事項

10 ７ 関西考古学の日2017�ळの考古学࠲ߨ
「縄文土器の文様を復元するʢ復元体ݧʣ」ʢࢀ加者15໊ʣ

16 ฏ成2�年共同研究成Ռ報ࠂ会ʢ都出理事ʣ

25 Ԭ京連བྷٞڠ会

11 ̍ 水主ਆ社౦遺跡ʢཅࢢʣ調ࠪ։࢝

̐ 関西考古学の日2017�ळの考古学࠲ߨ
加者13໊ʣࢀʢ「の文様をಡみղくנݢ」

16 ฏ成29年શࠃ埋蔵文化財法ਓ連བྷٞڠ会研म会ʢԙɿ໊古17～ࢢ日ʣ

1� 加者33໊ʣࢀまつり「౷の代編みにઓしようʂ」ʢࢢ日

19 加者74໊ʣࢀまつり「౷の代編みにઓしようʂ」ʢࢢ日

21 ্遺跡ʢ京୮後ࢢʣ関係者説明会

22 第32ճશࠃ埋蔵文化財法ਓ連བྷٞڠ会ۙـϒϩοΫ事୲者会ٞ
ʢԙɿԬ京ࢢʣ�
Ԭ京連བྷٞڠ会

30 ฏ成29年શࠃ埋蔵文化財法ਓ連བྷٞڠ会第2ճһ会
ʢԙ�౦京都、～12݄̍日ʣ

12 ̍ ฏ҆京跡ʢ府ܯ本部ʣ遺跡検討会

12 ̐ ্遺跡ʢ京୮後ࢢʣݱ地調ࠪऴ ʢྃ８݄21日～ʣ

６ ʢ～݄̍24日ʣ࢝地調ࠪ։ݱʣࢢ遺跡ʢُԬࢢ日ࡾ

20 第25ճ理事会ʢԙ�ϧϏϊ京都堀ʣ�
Ԭ京連བྷٞڠ会

22 ݄出遺跡ʢ京୮後ࢢʣݱ地調ࠪऴ ʢྃ10݄17日～ʣ

25 Ѩྑਢ遺跡ʢࢢࢁʣݱ地調ࠪऴ ʢྃ８݄22日～ʣ
年内ऴྃۀɾ整理作ۀ地作ݱ

̍ 13 ඒೱࢁ遺跡見学会ʢࢀ加者130໊ʣ

20 佐ഢ遺跡ʢُԬࢢʣݱ地説明会ʢ152໊ࢀ加ʣ

21 ඒೱࢁ遺跡ʢീ഼ࢢʣݱ地説明会ʢ125໊ࢀ加ʣ

24 Ԭ京連བྷٞڠ会

31 第２ճ埋蔵文化財୲৬һߨश会։࠵
ʢԙ�Ԭ２݄1～、ࢢ日ʣ
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編集後記

य़բがただようقઅとなりました。ここにʰ京都府埋蔵文化財情報ʱ第

133号が成いたしましたので、おಧけします。

本号では、府内で実施した発۷調ࠪɾ普及啓発事ۀの成Ռ報ࠂをいちは

やくおえするとともに、ฏ成2�年にऴྃした調ࠪ研究ηϯλʔ৬һ

による共同研究事ۀの研究報ࠂ、さらに関西考古学の日関連事ۀ「ळの考

古学࠲ߨ」の概要をࡌܝいたしました。

͝ຯಡいただけれいです。

ʢ編集୲　ੁ　തֆʣ




